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風を調べる技術

　地上を生活の場としている我々は、多少なりとも風との関わりを持って暮らしています。

風は酷暑の夏に安らぎを与え、時には雨雲を運び大地に潤いを与えます。しかし時として

台風による被害、冬季の屋外での作業環境，道路への吹きだまりによる交通障害等多くの

マイナスの効果も兼ね備えています。

　これまでのインフラ整備は道路、港湾・漁港等の基本施設に重点を置いて行われてきま

したが、今後は冬期道路環境の改善、高齢化が深刻化する漁港・漁村における就労環境改

善等に関する社会の多様なニーズへの対応が強く望まれています。

　風は避けることが出来ない環境であるため、これら風と戦い風と共存する技術が求めら

れています。北海道に本社を置く弊社では積雪寒冷地だからこそ必要な技術に前向きに取

り組んでいます。

　風と戦い・風と共存するためには、まず敵を知ることか

ら始まります。

　敵を知る方法の第１は現地での観測です。弊社ではこれ

まで風況調査、積雪・吹きだまり調査、飛来塩分調査、飛

砂調査等さまざまな調査の実績を有しています。

　第２は数値シミュレーションです。現地調査は直接現地

の状況を調べることからもっとも重要な調査ですが、以下

の問題があります。

　・単点の情報しか得られない

　・多くの情報を得るには膨大な費用がかかる

　・境界層付近の複雑な現象を把握することが困難

　現地調査データを再現し風況場の全体像を把握するため

に数値シミュレーションは最も有効な手段です。また構築

したモデルをもとに将来予測を行い、この結果により計画

の評価を行っていきます。
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お問合せ先

河川・海洋港湾課　　下山　裕也

直通 (011)222-2606 FAX(011)222-2580

道路・防災課　　　　波夛野雅浩

直通 (011)222-2976 FAX(011)222-2580

対策の流れ

防風雪対策及び風を利用した施設の計画・設計

　港における冬季就労環境の改善策として屋根付き施設の整備が行われています。また道路への吹きだまりの回避を

目的とした防雪柵の整備が行われています。

　この他に近年では風を利用した技術として風力発電施設の整備が各地で行われています。弊社ではこれらの施設の

計画・設計に取り組んでいます。

対策の流れ　

防風雪対策及び風を利用した施設の計画・設計

現地の問題点を把握するために現地調査を行います。

現地調査は風向・風速、気温・湿度、日射量、積雪深

等の物理調査の他、ヒアリング等による調査も必要に

応じて計画します。

■現 地 調 査 ：

■資料収集整理：近隣で行われている気象観測データ、近隣又はその他

の地域で行われている対策事例等の資料を収集・整理

します。

■対策工の検討：上記を元に対策工を抽出し、これについて数値シミュ

レーションによる機能評価を行うとともに、経済性、

施工性を総合的に検討し対策工を提案します。

■施 設 設 計 ：提案した施設について、現地にマッチした施設設計を

行います。

その他の技術

■ 熱・拡散・湿度を伴う風解析

■ ビル風の解析

■ 吹きだまりシミュレーション

■ 飛砂シミュレーション

その他の技術
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道路防雪施設 冬季就労環境改善施設

■ 防風雪柵・防雪林の計画・設計

■ 飛砂対策工の計画・設計

■ その他風関係の調査・計画・設計

風力発電施設


